ように 深かった。 

「巿を 暴君の 手から 救う の だ ご とメ ロス は 悪びれず 

に 答えた。 

びんしょう 

「おまえが か？」 王 は、 憫 笑した。 「仕方の無い やつ 

じ や。 おまえに は、 わしの 孤独が わからぬ ご 

「言うな！」 とメ ロス は、 いき リ 立って 反駁した。 「人 

の 心 を 疑う の は、 最も 恥ず べき 悪徳 だ。 王 は、 民の 忠 

誠 を さえ 疑って 居られる ご 

「疑う のが、 正当の 心構えな の だと、 わしに 教えて く 

れ たの は、 おまえ たちだ。 人の 心 は、 あてに ならない _ 

人間 は、 もともと 私慾の かたまり さ。 信じて は、 なら 



許して 下さい。 妹が、 私の 帰り を 待って いるの だ。 そ 

ん なに 私 を 信じられないならば、 よろしい、 この 巿に 

セ リヌン ティ ウスと いう 石工が います。 私の 無二の 友 

人 だ。 あれ を、 人質と して ここに 置いて 行こう。 私が 

逃げて しまって、 三日 目の 日暮 まで、 ここに 帰って来 

なかったら、 あの 友人 を 絞め殺して 下さい。 たのむ、 

そうして 下さい ご 

ほく そえ 

それ を 聞いて 王 は、 残虐な 気持で、 そっと 北叟 笑ん 

だ。 生意気な こと を 言う わい。 どうせ 帰って来な いに 

だま 

きまって いる。 この 嘘つきに 騙された 振りして、 放し 

て やる の も 面白い。 そうして 身^りの 男 を、 三日 目に 



フィロストラトス ご 

「ああ、 あなた は 気が狂つ たか。 それで は、 うんと 走 

るが いい。 ひょっとしたら、 間に合わぬ もので もない- 

走る がいい ご 

言う にや 及ぶ。 まだ 陽 は 沈まぬ。 最後の 死力 を尽し 

て、 メロ スは 走った。 メ ロスの 頭 は、 からつ ぼ だ。 何 

一 つ 考えて いない。 ただ、 わけの わからぬ 大きな 力に 

ひきずられて 走った。 陽 は、 ゆらゆら 地平線に 没し、 

まさに 最後の 一片の 残光 も、 消えよう とした 時、 メロ 

スは 疾風の 如く 刑場に 突入した。 間に合った。 

「待て。 その 人 を 殺して はならぬ。 メ ロスが 帰って来 



ントを 着る がいい。 この 可愛い 娘さん は、 メ ロスの 裸 

体 を、 皆に 見られる のが、 たまらなく 口惜しい の だ ご 

勇者 は、 ひどく 赤面した。 

(古伝説と、 シ ルレ ルの 詩から。) 
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